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マニュアルの表記 

 

 

システム名称について 

・ 本システムの正式名称は｢二重矢板式係船岸 Ver2.X.X｣といいますが、本書内では便

宜上｢二重矢板式係船岸｣と表記している場合があります。 

 

 

メニューコマンドについて 

・ 「二重矢板式係船岸」ではドロップダウンメニューの他、一部機能についてはスピー

ドボタンが使用できますが、本書ではドロップダウンメニューのコマンド体系で解

説しています。その際、アクセスキー(ファイル（Ｆ）の（Ｆ）の部分)は省略してい

ます。 

・ メニュー名は [ ] で囲んで表記してあります。コマンドに階層がある場合は [ファ

イル]-[開く]のようにコマンド名を｢-｣で結んでいます。この例では、最初に[ファイ

ル]を選択して、次は[開く]を選択する操作を示しています。 

 

画面について 

・ 画面図は、使用するディスプレイの解像度によっては本書の画面表示と大きさなど

が異なる場合があります。 

・ 「二重矢板式係船岸」は、画面の解像度が 960×720ドット以上で色数が256色以上

を想定しています。また、画面のフォントは小さいサイズを選択してください。大き

いフォントでは画面が正しく表示されない場合があります。 
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１．お使いになる前に 
 

１－１．はじめに 

 

この操作説明書では、「二重矢板式係船岸」のインストールから起動までのセットアップ

方法及びプログラムの基本操作について記述してあります。 

動作環境・計算の考え方・計算容量・仕様につきましては「商品概説書」をご覧下さい。 

 

１－２．その他 

 

「使用許諾契約書」は、本システムインストール先フォルダ内にある「使用許諾契約

書.PDF」を見る事により、いつでも参照できます。 
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２．二重矢板式係船岸のセットアップ 
 

２－１．二重矢板式係船岸のインストール 

 

(1) 「製品情報＆ダウンロード」（ http://www.aec-soft.co.jp/public/seihin.htm ）

にて、ご希望のソフトウェア名をクリックします。 

(2) 「最新版ダウンロード・更新履歴」をクリックします。 

(3) 「最新版ダウンロードはこちら」をクリックして、ダウンロードします。 

(4) ダウンロードしたSETUP.EXEを実行し、インストールを実行します。 

※ インストール作業は管理者権限のあるユーザーでログインしてからセットアップし

て下さい。 

 

 

２－２．ユーザー登録 

 

「二重矢板式係船岸」をご利用頂くには、インターネットを経由してライセンス認証の登

録を行う必要があります。 

 

※ 事前に弊社からお知らせしている製品のシリアルNoと、仮ユーザーID・仮パスワード

（変更済であれば、変更後のユーザーID・パスワード）をご用意下さい。 

 

(1) ［スタート］-［AEC アプリケーション］-［二重矢板式係船岸］をクリックし｢二重

矢板式係船岸｣を起動します。インストール直後に起動した場合、データ入力等のメ

ニューは使用不可の状態です。 

(2) [ヘルプ]-[バージョン情報]をクリックします。 
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(3) [ユーザー登録]ボタンをクリックします。 

 

 

(4) お知らせしている製品のシリアルＮo（半角英数１２文字）を入力します。 

(5) 認証方法で「インターネット」を選択します。認証情報入力部分が入力可能となりま

すので、次の項目を入力してください。 

利用者名：利用者を識別するための任意の名称です。Web管理画面に表示され、現在

使用中であることがわかります。 

ユーザーID：システムを動作させるためのユーザーIDを入力します。不明な場合に

は、本システムを管理している御社管理者に問い合わせて確認してく

ださい。 

パスワード：システムを動作させるためのパスワードを入力します。不明な場合に

は、本システムを管理している御社管理者に問い合わせて確認してく

ださい。 

以上が入力し終えたら［登録］ボタンをクリックします。入力に間違いがあればエラ

ー表示されます。 

(6) ［バージョン情報］に戻りますので［OK］ボタンでメニューに戻ります。使用不可だ

ったメニューが使用可能の状態になります。 
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２－３．二重矢板式係船岸のアンインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2) [スタート]-[Windowsシステムツール]-[コントロールパネル]より[アプリケーショ

ンの追加と削除]を起動してください。ご使用の環境によっては[プログラムの追加/

削除]となっている場合があります。 

(3) インストールされているプログラムの一覧表が表示されますので、｢二重矢板式係船

岸｣を選択してください。 

(4) ｢二重矢板式係船岸｣の下に[変更と削除]ボタンが表示されますので、このボタンを

選択して下さい。自動的にアンインストールプログラムが起動します。 

(5)アンインストールプログラムの指示に従ってアンインストールを実行してください。 

(6) 主なプログラムファイルは自動的に削除されますが、一部のファイルが削除されず

に残っている場合があります。そのままでも問題ありませんが、完全に削除したい場

合には以下の手順で削除することができます。 

 

※ 管理者権限のあるユーザーでログインしてください。 

※ エクスプローラで、[C:\AEC アプリケーション]の下にある[二重矢板式係船岸]フォ

ルダを削除して下さい。 
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３．検討処理を始める前に 
 

３－１．基本画面の説明 

 

システムを起動すると下のような画面が表示されます。起動時には｢新規データ｣を読み

込むようになっています。各設計条件は、メニューより選択するか、対応するボタンをク

リックする事でタブ画面が切り替わりますので、そのタブ画面にデータを入力します。 

 

 

【メニュー構成】 

〔ファイル(F)〕  データファイルの作成／保存、帳票印刷を行います。 

〔データ入力(I)〕 検討に必要な各種データを入力します。 

〔設定(E)〕  任意矢板、任意腹起こしの追加を行います。 

〔計算(C)〕  設計条件により計算を行い、報告書を作成します。 

〔ヘルプ(H)〕  システムのヘルプ・更新、バージョン情報の表示を行います。 
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３－２．装備している機能の一覧 

 

┌ファイル 
│ ├新規作成 新しくデータを用意します 
│ ├開く 既存のデータファイルを読み込みます 
│ ├上書き保存 元のデータファイルに上書き保存します 
│ ├名前を付けて保存 新しく名前を付けて保存します 
│ ├帳票印刷 計算結果を印刷します 
│ ├最近使ったファイル履歴 最近使ったデータを最大４件表示します 
│ └終了 プログラムを終了します 
├データ入力 
│ ├基本条件 設計・検討の基本となるデータを設定します 
│ ├計算条件 照査等の各条件を設定します 
│ ├矢板 矢板に関するデータを設定します 
│ ├タイ材 タイ材に関するデータを設定します 
│ ├腐食 腐食に関するデータを設定します 
│ ├土層 土層に関するデータを設定します 
│ ├任意土圧 任意土圧に関するデータを設定します 
│ ├他外力 その他の外力を設定します 
│ └模式図 条件から作成した模式図を表示します 
├設定 
│ ├任意矢板の追加 任意の矢板を追加します 
│ └任意腹起こし材の追加 任意の腹起こし材を追加します 
├計算 
│ ├実行 設計計算を実行します 
│ └計算結果 計算結果を画面に表示します 
└ヘルプ 
 ├操作説明 操作説明書を表示します 
 ├商品概説 商品概説書を表示します 
 ├よくあるご質問 よくあるご質問及び回答を表示します 
 ├バージョン情報 バージョン番号/シリアル番号を表示します 

├ライセンス認証ユーザーページ ライセンス認証ユーザーページへ遷移します 
 ├更新履歴の確認 更新履歴を表示します 
 ├最新バージョンの確認 最新Verの確認を行います 
 └起動時に最新バージョンをチェック 起動時に最新Verを確認するか指定します 
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データの読込 

 

 

 

 

 

 

 

データの作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意矢板の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意腹起こし材の追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３．処理の流れ 

 

｢二重矢板式係船岸｣は、一般的には以下のように作業の流れで計算を行います。各工程

での作業は、次章以降に詳説してあります。また、データを修正する場合には任意の箇所

に戻ってその箇所以降の作業をやり直しても構いません。 

このフローチャートは一般的な作業の流れであって、必ずしもこの順番どおりでなけ

れば計算できないというわけではありません。 
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修正 

条件その１ 
条件その２ 

基本条件 

開始処理 

任意矢板の追加 

任意腹起こし材の追加 

前面矢板 
土質 
地震時／L1地震動 
杭材 

計算条件 

矢板条件 
前面矢板 

鋼管矢板指定 矢板任意指定 

部分係数 

港湾基準(H30) 

安全率 

港湾基準(H11) 
許容応力度法(漁港基準) 

矢板任意指定 鋼管矢板指定 
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データの処理 

 

 

 

 

 

 

 

データの保存 

 

 

 

 

 

 

 

データの作成 
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３－４．データの作成／保存 

 

 

【新規作成(N)】 新規データを作成します。ファイル名は｢無題｣となります。 

 

【開く(O)】 既存のデータを開きます。下図の｢ファイルを開く｣ダイアログボ

ックスが表示されますので、対象ファイル（拡張子：dmz）を選択

し｢開く｣ボタンをクリックします。 

 

【上書き保存(S)】 現在編集中のデータを保存します。 

【名前を付けて保存(A)】 新規作成したデータを初めて保存する場合に使用し

ます。下図の｢ファイル名を付けて保存｣ダイアログ

ボックスが表示されますので、ファイル名を入力し

｢保存｣ボタンをクリックします。 
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３－５．最新バージョンのチェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、次のメニューを選択することにより、

最新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ヘルプ」－「最新

バージョンの確認(U)」を選択して下さい。 

 

リビジョンアップ／バージョンアップの有無を

確認し、更新があれば、現システムの更新を促す

メッセージダイアログが表示されます。「更新す

る」をクリックすると、セットアッププログラム

のダウンロード～実行／更新までを自動的に行

います。正常終了すれば、更新されたプログラム

が自動的に起動します。 

 

 

もしくは 
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３－６．起動時に最新バージョンの自動チェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、プログラム起動時にインターネット

を経由して最新バージョンのチェックを行うことができるようになっています。「ヘル

プ」－「起動時に最新バージョンをチェック(V)」にチェックをつけて下さい。次回起動

時から有効となります。 

 

 

プログラム起動時に、リビジョンアップ／バージョンアップの有無を確認し、更新があ

れば、現システムの更新を促すメッセージダイアログが表示されます。「更新する」をク

リックすると、セットアッププログラムのダウンロード～実行／更新までを自動的に行

います。正常終了すれば、更新されたプログラムが自動的に起動します。 
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３－７．ライセンス認証ユーザーページ 

 

Webブラウザを介してライセンス認証ユーザーページに遷移します。ユーザー情報の変

更やライセンス情報の確認、現在利用中ユーザーの確認等が行えます。「ヘルプ」－「ラ

イセンス認証ユーザーページ(W)」を選択してください。 

 

 

ライセンス超過の際、ライセンスを確保している利用者の情報を知ることができます。 

詳しくはライセンス認証ユーザーページ説明書をご覧下さい。 
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３－８．更新履歴の確認 

 

Webブラウザを介して更新履歴ページに遷移します。 

 

 

これまでのバージョンでの更新履歴の確認及び最新版のダウンロードが行えます。ただ

し、システムを実行したままダウンロードしたファイルの実行を行うと、途中でエラーに

なりますので、システムを終了してからダウンロードしたファイルを実行して下さい。 

 
 

二重矢板式係船岸 



 

- 14 - 

 

３－９．よくあるご質問 

 

Webブラウザを介してよくあるご質問ページに遷移します。 

 

 

ユーザーにお問合せいただいた質問の中で頻度の高いものについて、回答と併せて表示

しております。 

 

 

 

二重矢板式係船岸 



 

- 15 - 

 

４．データの入力・修正 
 

４－１．基本条件 

 

第１タブ（条件その１） 

 

[業務名称] 

業務名称を入力します。 

 

[設計基準] 

設計基準を「港湾基準」「漁港基準」から選択します。 

 

[部分係数を考慮した検討] 

H30年港湾基準に準拠した計算を行う場合、「検討する」を選択します（以下、部

分係数法）。H11年以前の港湾基準に準拠した計算を行う場合は、「検討しない」

を選択します（以下、許容応力度法）。「設計基準」が「漁港基準」の場合、本項

目は入力不可となります｡ 

 

[上部工] 

上部工の有無を「なし」「あり」から指定します。「なし」の場合、壁体天端高＝

矢板天端高、「あり」の場合、壁体天端高＝上部工天端高になります。 

業務名称、形状寸法、検討条件等を指定します。 

画面の切替はタブ（条件その１、条件その２、部分係数・安全率）をクリックします。 



 

- 16 - 

 

 

[形状寸法] 

 

上部工天端高、矢板天端高、タイ材取付点

高、上部工下端高、設計海底面高、矢板設

置幅、矢板下端高を入力します。 

 

 

 [検討条件] 

[設計基準]で「港湾基準」、[部分係数を考慮した検討]で「検討する」を選択した

場合、「L1地震動」 

[設計基準]で「漁港基準」もしくは 

[設計基準]で「港湾基準」、[部分係数を考慮した検討]で「検討しない」を選択し

た場合、「地震時」「津波引波時」から選択します。 

 

尚、「津波引波時」での照査は常時扱いで行います。 

 

「永続状態/常時」の検討は必ず行います。 

照査項目である中詰のせん断抵抗の検討の照査は「永続状態/常時」で行うとの記

載があるためです。 

 

タイ材・腹起しの検討では「船舶牽引時」の検討が選択できます。 

「船舶牽引時」の検討では、「永続状態/常時」で算定したタイ材取付点反力に、

牽引力を加算した際の値で、照査を行います。 
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第２タブ（条件その２） 

 

 

[設計潮位・水位] 

各検討条件におけるH.W.L.、L.W.L.、中詰水位を入力します。この項目は常時、地

震時共通です 

 

[残留水位] 

残留水位を設定します。 

「2/3・(H.W.L.-L.W.L.)+L.W.L.により計算」 

「1.0・(H.W.L.-L.W.L.)+L.W.L.により計算」を選択した場合 

入力したH.W.L.、L.W.L.を用いて残留水位R.W.L.を自動計算します。 

「入力値を使用」を選択した場合 

R.W.L.を入力することができます。 

 

[津波引波時] 

津波引き波時を検討する場合、前面水位、背面水位、中詰水位を入力します。 

前面水位は設計潮位でのL.W.L.、背面水位は残留水位に相当します。 
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第３タブ（部分係数） 

 

[抵抗項・荷重項・調整係数] 

各照査における抵抗項・荷重項に乗じる部分係数、調整係数を入力します。 

この設定は設計法で「信頼性設計法(H30港湾)」を選択した場合に設定が可能です。 
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第３タブ（安全率） 

 

[根入れ安全率] 

フリーアースサポート法における安全率を入力します。 

常時、津波引き波時における安全率は「0.0」が設定されていた場合、「砂質土F=1.5」

「粘性土F=1.2」で選択した項目を使用します。 

 

[たわみ曲線法] 

各検討条件での照査に用いる安全率を入力します。 

 

[中詰のせん断抵抗] 

照査に用いる安全率を入力します。 

 

[壁体の滑動] 

各検討条件での照査に用いる安全率を入力します。 
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４－２．計算条件 

二重矢板式係船岸の計算方法、地震時の計算条件を指定します。 

画面の切替はタブ（矢板、土質、L1地震動／地震時、その他）をクリックします。 

 

第１タブ（矢板） 

  

 

[矢板の計算] 

矢板の計算方法を 

「フリーアースサポート法」「たわみ曲線法」「ロウの方法」「セルの計算法(矢

板変位)」「大堀らの方法」から指定します。 

 

「フリーアースサポート法」「たわみ曲線法」「ロウの方法」では 

矢板の根入れ長、矢板の応力照査、タイ材取付点反力の計算を行います。 

矢板の根入れ長、タイ材取付点反力は「フリーアースサポート法」「たわみ曲線法」

「ロウの方法」で計算した値の中で最大値を採用します。 

尚、「ロウの方法」のみを選択した場合、計算の仕様上、「フリーアースサポート

法」での計算も行われますが、矢板の根入れ長、タイ材取付点反力の選定、矢板の

応力照査には「ロウの方法」のみで行われます。尚、ロウの方法は基本条件－設計

基準で「漁港基準」を選択した場合には表示されません。 

セルの計算法(矢板変位)では、矢板天端部の変位量の計算及び照査を行います。 

大堀らの方法では矢板の応力照査のみ行います。 
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各計算と矢板の照査方法は以下のようになります。 

 フリー 

アース 

サポート法 

たわみ 

曲線法 

ロウの 

方法 

大堀らの 

方法 

セルの 

計算法 

矢板根入れ 〇 〇 〇 ─ ─ 

矢板応力 〇 〇 〇 ─ 〇 

タイ材反力 〇 〇 〇 ─ ─ 

矢板変位 ─ ─ ─ 〇 ─ 

※大堀らの方法では、矢板天端高～矢板下端高を鋼材長さとして計算します。 

 

[仮想ばり法－モーメントの計算範囲] 

フリーアースサポート法における仮想ばり法－モーメントの計算範囲を「矢板天

端高～仮想海底面」「矢板天端高～設計海底面高」から指定します。 

「矢板天端高～仮想海底面」を選択した場合、仮想海底面位置を「主働側・受働側

強度のつりあい位置」「任意指定」から指定します。設計法で「安全率法(漁港)」

を選択した場合に設定が可能です。「信頼性設計法(H30港湾)」を選択した場合、

「矢板天端高～設計海底面」で計算を行います。 

矢板天端高～仮想海底面高 
矢板天端高 

～設計海底面高 
主働側・受働側強度の 

つりあい位置 
任意指定 

   

 

[ロウの方法] 

ロウの方法で使用する地盤反力係数の入力と、仮想ばり法で計算した最大曲げモ

ーメント及びタイ材取付点反力修正に用いる矢板断面性能を「腐食前」「腐食後」

からの設定を行います。 

 

[根入れ長の検討] 

算定した根入れ長の丸め単位を入力します。「根入れ深度」を指定する事で、根入

れ深度を任意指定する事が可能です。 
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[矢板・タイ材・腹起しの検討－主働側土圧] 

矢板・タイ材・腹起しの検討で用いる主働側土圧の位置を「陸側」「中詰」から選

択します。選択した項目は、土質条件での入力タブより反映されます。 

陸側 中詰 

  

 

[許容変位量] 

セルの計算法で、算定した矢板頭部の変位量を照査する各検討条件での許容変位

量を入力します。 

 

[土圧鉛直成分－tanδの作用] 

セルの計算法、壁体の滑動の転倒、土圧の鉛直成分を作用させる際に用いる土圧の

水平成分を「全土圧」「砂質土層」から指定します。「砂質土層」を選択した場合、

tanδを砂質土層の土圧にのみ作用させます。粘性土層については粘着力と層厚を

掛け合わせたものの合計値を土圧の鉛直成分として作用させます。 

ただし、セルの計算法における静止土圧に関しては砂質土層・粘性土層の区別はあ

りません。 

 

受働側による土圧・地盤反力による鉛直成分も、同様に「全土圧」「砂質土層」が

反映されます。ただし、セルの計算法では、粘性土層に関しては弾性域・塑性域で

の取り扱いが不明のため、粘性土層での地盤反力による鉛直成分は考慮していま

せん。 
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第２タブ（土質） 

 

 

[地盤反力係数の推定に用いる係数α（道路橋示方書）] 

地盤反力係数の推定に用いる係数αを入力します。「土質条件」にて、地盤反力係

数の計算方法で「４，５（道路橋示方書による計算手法）」を選択した場合に使用

します。「0.0」を入力した場合は計算方法に応じたα（「４：（Ｎ値→Ｋｈ値）」

の場合、α＝1.0、「５：（E0値→Ｋｈ値）」の場合、α＝4.0）を設定します。 

 

[換算載荷幅（道路橋示方書）] 

換算載荷幅BHを入力します。「土質条件」にて、地盤反力係数の計算方法で「４，

５（道路橋示方書による計算手法）」を選択した場合に使用します。「0.0」を入

力した場合は10.0を設定します。 

 

[中詰のせん断抵抗－内部摩擦角(度)] 

中詰のせん断抵抗の算定で使用する内部摩擦角を「土質条件」「任意指定」から選

択します。 

「土質条件」を選択した場合、検討面標高が「土質条件」中詰での土質諸元より、

『砂質土』の場合、該当する内部摩擦角を採用します。 

『粘性土』の場合、任意指定の下にあります、入力値を採用します。 

「任意指定」を選択した場合、任意指定の下にあります、各検討面での入力値を採

用します。 
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[粘性土－主働土圧強度の取り扱い－永続状態(常時)] 

常時での主働土圧強度の設定を以下の３つの中から指定します。 

①「（式－１）と（式－２）を比較して構造物に危険となる土圧分布をとる」 

②「（式－１）で土圧を計算する」 

③「（式－２）で土圧を計算する」 

漁港基準では、通常①を指定します。 

参照：「全国漁港漁場協会，漁港・漁場の施設の設計参考書 2015年版」P152 

 

[粘性土－主働土圧強度の取り扱い－L1地震動(地震時)] 

L1地震動(地震時)での主働土圧強度の設定を以下の３つの中から指定します。 

①「（式－３）と（式－４）を比較して構造物に危険となる土圧分布をとる」 

②「（式－３）で土圧を計算する」 

③「（式－４）で土圧を計算する」 

漁港基準では、通常①を指定します。 

参照：「全国漁港漁場協会，漁港・漁場の施設の設計参考書 2015年版」P356 

また、ζ算定式での√内の値が負となる場合の対処について次の４つの方法の中

から計算方法を選択することが可能です。 

・「崩壊角規定値」 

・「岡部式」 

・「常時土圧式」 

・「Σγh+w」 

負の値となった場合として、次の記述があります。 

 

『Q&A 構造物設計事例集』より抜粋 

√内がマイナスになった場合は、物理的に意味がないので、地盤改良でｃを大きく

するか、γを小さくすることで対応する必要があります。 

「岡部式」を選択した場合、以下の式を用いて土圧強度を計算します。 

1

2 2

( )sin( )

cos sin cos sin

90° , tan

2 cos
sin , sin

a

h w c
p

a

b a
c

a b
h w

  

   

  


 



−

 + +
= −

= − =
−


= = +
 +

 

参照：「土圧係数図表」P.40 
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[粘性土－主働側崩壊角規定値] 

常時／L1地震動(地震時)での主働側壊角規定値を入力します。 

L1地震動(地震時)での粘性土崩壊角算出式の平方根内の中身が0.0以下になった

場合に使用します。 

[粘性土Ｃ→Ｎ値計算時に使用する式〔qu(N/mm2)=N/X〕の分母の値(X)] 

粘性土のＮ値を粘着力から計算する場合の式、qu(N/mm2)=N/Xで使用する分母の値

を入力します。通常40.0～82.0を入力します。 

参照：『鋼管杭協会，鋼矢板 設計から施工まで 2014年』P102 

 

[粘着力－基準面] 

海側・中詰・陸側での粘着力の基準面となる標高を入力します。 
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第３タブ（L1地震動／地震時） 

 

[設計震度] 

設計震度を入力します。 

動水圧、地震時慣性力の算定で使用します。 

尚、みかけの震度は「荒井・横井の提案式」で算定します。 

 

［見かけの震度］ 

見かけの震度の入力方法を「直接入力」、「一般式（γ/(γ－１0)･ｋ）」、「二建の

提案式」、「荒井・横井の提案式」から選択します。「直接入力」を選択し、見かけの

震度を入力した場合、全土層に対して、入力した見かけの震度が採用されます。 

参照：『港湾の施設の技術上の基準・同解説(上) 平成30年5月』P.356  

参照：『漁港・漁場の施設の設計参考図書 2015年』P.154 

 

［動水圧の作用］ 

矢板壁に動水圧を作用させることができます。一般に、見かけの震度を「荒井・横井

の提案式」で計算する場合に作用させるようになっています｡ 
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[海底面～海底面-10mにある粘性土層の土圧計算方法] 

地震時･粘性土の主働土圧を計算する場合の計算方法を以下の２つの中から指定

して下さい。次の文献の解釈によります。設計事例集などに使用されている方法

は、2の方法です。 

 

参照：『漁港・漁場の施設の設計参考図書 2015年』P.154  

(3)海底面下における地震時の土圧の算定  

海底面下における粘性土の地震時の土圧を算出する場合、海底面においては見かけの震度

k’を用いて土圧を求めるが、海底面下10m以下においては震度をゼロとして土圧を求めて

よい。ただし、海底面下10mにおける土圧が海底面における値より小さい場合には、海底

面における値を用いる。 

 

1.上・下共に見かけの震度を用いて土圧を計算する 

2.海底面～海底面-10m間の土圧強度を直線補完(土層上・下限値共に補完で算出) 

 

※上･下共に見かけの震度を用いる場合、海底面-10m以下の粘土層についてのみ、

見かけの震度を０として計算します。  
 

次のような土層での主働土圧を計算する場合、上記の2つの計算方法では次のように

なります。 
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《1.上下共に見かけの震度を用いて土圧を計算する》 

 

① 粘性土層での上限・下限それぞれの見かけの震度ｋ1,ｋ2を算出します。 

 

 

② ①で算定したｋ1,ｋ2を用いて土圧強度P1、P2を算定します。 
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《2.海底面～海底面-10m間の土圧強度を直線補間(土層下限値のみ補間で算出) 》 

 

① DL～DL-10.0m間の粘性土の上限位置はそのままで、下限値のみDL-10.0mとし、その

間を同一の粘性土として、見かけの震度ｋを計算します。計算したｋ1を用いて土

層上限位置の土圧強度を計算します。この時、計算に使用する粘着力Cは実際の土

層位置のCを用います。DL-10.0m位置の土圧強度はｋ2＝0.0として計算します。 

 

 

② ①で計算した土圧強度P1、P2を元に直線補間を行い、粘性土の下限位置での土圧強

度P’2を算出します。算出したP’2がP1よりも小さかった場合、P1の値をP’2の値と

して採用するかどうかの選択が可能です。 
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《3.海底面～海底面-10m間の土圧強度を直線補間(土層上・下限値共に補間で算出) 》 

 

① DL～DL-10.0m間を同一の粘性土として見かけの震度ｋ1,ｋ2を計算します。計算し

たｋを用いてDL位置の土圧強度を計算します。この時、計算に使用する粘着力Cは

DL位置のCを用います。DL-10.0m位置の土圧強度はｋ2=0.0として計算します。 

 

 

② ①で計算した土圧強度P1,P2を元に直線補間を行い、実際の粘性土層の上限位置、下

限位置での土圧強度P’1，P’2を算出します。算出したP’1,P’2がP1よりも小さか

った場合、P1の値をP1,P2の値として採用するかどうかの選択が可能です。 
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《4.海底面～海底面-10m間の見かけの震度を直線補間》 

 

① 粘性土層での上限の震度ｋ1を算出します。 

 

 

② ①で算出した見かけの震度ｋ1をDL位置の見かけの震度、DL-10m位置の見かけの

震度は0.0と仮定して直線補間を行い、実際の粘性土の上限位置、下限位置で

の見かけの震度ｋ’1,ｋ’2を算出します。 

 

 

③ ②で求めた見かけの震度ｋ’1,ｋ’2からそれぞれの土圧強度を算定します。同

時に、DL位置では見かけの震度ｋ1を用いて土圧強度PDLを計算します。この場

合、計算に使用する粘着力C及びΣγhはDL位置での値を用います。算出した

P’1,P’2がPDLよりも小さかった場合、PDLの値をP’1,P’2の値として採用する

かどうかの選択が可能です。 
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 [海底面以深にある粘性土層の採用値] 

「（海底面～海底面-10ｍ間）土層上限や海底面での土圧強度と比較」を有効とし

た場合、［地震時粘性土の取扱い／土圧計算方法］の条件により、次のような比

較を行います｡ 

（「上・下共に見かけの震度を用いて土圧を計算する」の場合） 

土層上限と下限の土圧強度を比較し､下限値の土圧が小さくなる場合､下限値に

上限値を採用します。 

 

（「海底面～海底面-10m間の土圧強度を直線補間 (土層上・下限値共に補間で算

出)」の場合） 

海底面と土層下限の土圧強度を比較し､下限値の土圧が小さくなる場合､下限値

に海底面の値を採用します。 

 

「（海底面-10ｍ以深）土層上限の土圧強度と比較」を有効とした場合、次のよう

な比較を行います｡ 

土層上限と下限の土圧強度を比較し､下限値の土圧が小さくなる場合､下限値に

上限値を採用します。 
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第４タブ（その他） 

 

 

[丸め方法] 

「五捨五入(JIS Z8401規則 A)」「四捨五入(JIS Z8401規則 B)」のどちらかを選択し

ます。 
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４－３．矢板 

矢板に関する諸元を入力します。 

画面の切替はタブ（矢板、矢板任意、鋼管矢板）をクリックします。 

 

第１タブ（矢板） 

 

 

[矢板形式] 

矢板形式を「Ｕ形矢板」「Ｚ形矢板」「ハット形矢板」「矢板任意指定」「鋼管矢

板指定」から指定します。 

本プログラムでは、内部に矢板データを保持しています。複数の矢板データでトラ

イアル計算をする事が可能です。 

「矢板任意指定」を選択した場合、矢板任意で別途検討に用いる矢板項目を指定し

ます。 

「鋼管矢板指定」を選択した場合、鋼管矢板で鋼管矢板の諸元を別途入力します。 

「矢板任意指定」では、【設定】―【任意矢板の追加】より、矢板データを任意に

追加して選択できます。 

 

[Ｕ形矢板] 

[矢板形式]で「Ｕ形矢板」を指定した場合、Ｕ形矢板の形式を「改良型」「一般型」

「広幅型」から指定します。 
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[材質] 

矢板の材質を指定します。 

Ｕ形矢板・Ｚ形矢板・ハット形矢板の場合、「SYW295」「SYW390」「SYW430(ハッ

ト形矢板のみ選択可能)」、鋼管矢板の場合、「SKY400」「SKY490」から指定しま

す。 

※SYW430の許容応力度は、現在基準書等には明示されていませんが、以下の文献

から、本プログラムでは降伏応力度の60％として計算し、安全側に丸める事で、

次のように算出しています。 

SYW430許容応力度=430×0.6＝258≒255（N/mm2） 

参照：「日本港湾協会，港湾の施設の技術上の基準・同解説 平成11年4月」P317 2.3.2(2)） 

 

[許容応力度] 

常時・地震時の矢板の許容応力度を入力します。設計法で「安全率法(漁港)」を選

択した場合に使用可能です。入力値が0.0の場合、指定した材質での許容応力度を

採用します。 

 

[降伏応力度] 

矢板の降伏応力度を入力します。設計法で「信頼性設計法(H30港湾)」を選択した

場合に使用可能です。入力値が0.0の場合、指定した材質での降伏応力度を採用し

ます。 

 

[ヤング係数] 

矢板のヤング係数を入力します。 
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第２タブ（矢板任意） 

 

[矢板形式]が「矢板任意指定」の場合に矢板データの一覧表から検討対象の矢板を選択し

ます。 

この一覧表には、既存矢板データと【設定】―【任意矢板の追加】で入力した矢板データが

表示されています。トライアル計算では、指定した複数の矢板の中で、腐食前の断面が小

さいものから計算します。 
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第３タブ（鋼管矢板） 

 

[矢板形式]が「鋼管矢板指定」の場合、鋼管矢板の諸元を入力します。 

トライアル計算では、入力した順で計算していきます。 

 

[設定方法] 

鋼管矢板の設定手法を「直接入力」「カタログ値－Ａ」「カタログ値－Ｂ」から指

定します。各選択項目と鋼管矢板の各諸元の設定は次のようになります。 

 外径 厚さ 矢板の継手 継手の 

有効間隔 

断面二次 

モーメント 

断面 

係数 

直接入力 入力値 入力値 A,B,C,D,E,F 直接入力※ 入力値 入力値 

カタログ値-A カタログ値 カタログ値 A,B,D,E  ───── ───── 

カタログ値-B カタログ値 カタログ値 A,B,C,D,E  ───── ───── 

矢板の継手の種類は次の通りとなります 

A.二港湾型(L-T型)[L-T65×65×8] 

B.二港湾型(L-T型)[L-T75×75×9] 

C.二港湾型(L-T型)[L-T100×75×10] 

D.パイプ型(P-T型)[φ165.2×t9.0] 

E.パイプ型(P-P型)[φ165.2×t11.0] 

F.継手有効間隔入力 

 

※F.「継手有効間隔入力」を選択した場合に、継手の有効間隔の直接入力が可能です。 
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４－４．タイ材 

タイ材・腹起し材に関する諸元を設定します。 

画面の切替はタブ（タイ材、腹起こし材）をクリックします。 

 

第１タブ（タイ材） 

 

[負担幅] 

タイ材の負担幅を「直接入力」「矢板幅から計算」から指定します。 

「矢板幅から計算」を選択した場合、矢板の枚数を入力します。 

負担幅は【矢板】で設定した矢板の幅と矢板枚数をかけ合わせた値になります。 

 

[種類] 

計算に使用するタイ材の種類を「タイロッド」「タイブル」「タイケーブル」「タ

イロープ」から指定します。 

 

[タイロッド種別] 

タイ材の種類が「タイロッド」の場合、種別を「SS400」「SS490」「高張力鋼490」

「高張力鋼590」「高張力鋼690」「高張力鋼740」から指定します。 

 

[タイ材の選択] 

タイ材の[種類]で選択したタイ材を表示します。検討する項目を指定します。 

検討については、必ず１つ以上選択して下さい。 
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[許容応力度] 

常時・地震時のタイロッドの許容応力度を入力します。設計法で「安全率法(漁港)」

を選択した場合に使用可能です。入力値が0.0の場合、指定した材質での許容応力

度を採用します。 

 

[降伏応力度] 

タイロッドの降伏応力度を入力します。設計法で「信頼性設計法(H30港湾)」を選

択した場合に使用可能です。入力値が0.0の場合、指定した材質での降伏応力度を

採用します。 

 

［照査用特性値］ ※部分係数法 

タイ材がタイロッド以外を選択した場合に有効となります。照査に用いる特性値に「降

伏点荷重」か、「みなし降伏点荷重」かを選択できます。2022年以前では、後者を標準

として用いていました。現在は前者が標準となっています。 

 

［許容引張荷重の取り扱い］ ※許容応力度法 

タイ材がタイロッド以外を選択した場合に有効となります。照査に用いる許容引張荷

重を、常時・地震時で「常時扱い」か、「地震時扱い」かを選択できます。 
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第２タブ（腹起こし材） 

 

検討する腹起こし材を選択します。 

既存データは全て『溝形鋼』となり、【設定】―【任意腹起こし材の追加】で設定した腹起

こし材は『Ｈ形鋼』となります。トライアル計算では、指定した複数の腹起こし材の中で、

腐食前の断面が小さいものから計算します。 

検討については必ず１つ以上選択して下さい。 
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[許容応力度] 

常時・地震時の腹起こし材の許容応力度(材質SS400)を入力します。設計法で「安

全率法(漁港)」を選択した場合に使用可能です。入力値が0.0の場合、許容応力度

は常時140N/mm2、地震時210N/mm2を採用します。 

 

[降伏応力度] 

腹起こし材の降伏応力度(材質SS400)を入力します。設計法で「信頼性設計法(H30

港湾)」を選択した場合に使用可能です。入力値が0.0の場合、降伏応力度は235N/mm2

を採用します。 
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４－５．腐食 

腐食に関する諸元を入力します。 

画面の切替はタブ（矢板(前列)、その他）をクリックします。 

 

第１タブ（矢板(前列)） 

 

[現況] 

矢板の腐食諸元（範囲上限の標高、腐食しろ）を設定します。 

追加矢板データを設定している場合、追加矢板低減率で腐食後の断面性能を設定

します。 

 

[耐用期間] 

矢板の腐食諸元（範囲上限の標高、腐食速度、防食方法）を設定します。追加矢板

データを設定している場合、追加矢板低減率で腐食後の断面性能を設定します。 

 

[電気防食率] 

[耐用期間]で防食方法を「電気防食」に指定した場合、電気防食率を入力します。 

 

[電気防食有効年数] 

[耐用期間]で防食方法を「電気防食」に指定した場合、電気防食有効年数を入力し

ます。 
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[耐用年数] 

[耐用期間]での腐食による耐用年数を入力します。 

本プログラムでは、腐食しろを次のように算定しています。 

・防食なし 

腐食しろ＝耐用年数×腐食速度 

・電気防食 

腐食しろ＝{電気防食有効年数×(1-電気防食率)+耐用年数-電気防食有効年数}×腐食速度 
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第２タブ（その他） 

 

[鋼矢板－腐食後の断面性能算出方法] 

鋼矢板の腐食後の断面性能の計算方法を以下の２つの中から選択します。 

①「腐食後の断面係数から断面二次モーメントを算出」 

②「残存断面性能から断面係数・断面二次モーメントを算出」 

「Ｕ形」「Ｚ形」「ハット形」を用いて検討処理を行う場合に有効となります。 

※「腐食後の断面係数から断面二次モーメントを算出」を指定した場合の断面二

次モーメントの計算方法は商品概説に記述してあります。 

「残存断面性能から断面係数・断面二次モーメントを算出」を指定した場合の残

存断面性能とは（腐食後の断面係数／腐食前の断面係数）を指します。 

通常は、得られた断面性能低減率を公称断面性能に乗じるため、②を選択します。 

参照：「鋼管杭・鋼矢板技術協会，鋼矢板 設計から施工まで 2014年 改定新版」P15 

 

[鋼矢板－腐食後の断面性能有効桁数] 

腐食後の鋼矢板の断面性能の有効桁数を入力します。 

「0」を入力した場合、有効桁数以下１桁目を四捨五入します。「0以外」を入力し

た場合、有効桁数以下での桁丸め方法を「切捨て／四捨五入」から指定します。 

 

[タイロッド] 

タイロッドの腐食しろ・腐食速度・耐用年数を入力します。タイ材の種類がタイロ

ッドの場合のみ、有効となります。 
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[腹起こし] 

腹起こし材の腐食しろ・腐食速度・耐用年数を入力します。腐食は既存腹起こし材

データ（溝形鋼）のみ有効です。 
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４－６．土質条件 

 

土質条件を入力します。入力設定箇所はタブに応じて、次のように分かれます。 

 

 

第１～３タブ（海側／中詰／陸側） 

 

海側／中詰の場合 

 

※セルの計算法を選択した場合（海側） 

※大堀らの方法を選択した場合（海側・中詰） 
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海側(セルの計算法を選択していない)／中詰／陸側の場合 

 

[層上限の標高] 

層上限の標高を入力します。入力は降順で行います。 

 

[土質] 

「砂質土」「粘性土」を指定します。砂質土の場合、内部摩擦角が入力可能になり

ます。粘性土の場合、粘着力、粘着勾配が入力可能になります。 

 

[単位体積重量] 

土の単位体積重量（湿潤）及び（飽和）を入力します。水中の単位体積重量（有効）

は（飽和）の値を-10.0した値を使用します。 

 

[内部摩擦角] 

「砂質土」の場合、内部摩擦角を入力します。 

 

[粘着力] 

「粘性土」の場合、粘着力を入力します。 
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[粘着勾配] 

「粘性土」の場合、粘着勾配を入力します。粘着勾配が設定されている場合、層上

限／下限での粘着力は次式により算出します。 

層上限での粘着力＝粘着力＋粘着勾配×（粘着力基準面－層上限標高） 

層下限での粘着力＝粘着力＋粘着勾配×（粘着力基準面－層下限標高） 

 

[kh値の計算方法] 

水平方向地盤反力係数の計算方法を以下の６種類から指定します。 

１．Ｋｈ値直接入力 

２．Ｋｈ＝1500・Ｎ 

３．Ｎ値→Ｋｈ値（横山の図） 

４．Ｎ値→Ｋｈ値（道路橋示方書） 

５．E0値→Ｋｈ値（道路橋示方書） 

６．相関式 Ｋｈ＝3910Ｎ0.733 

kh値の計算は海側の土層のみ設定が可能です。 

セルの計算法で使用します。 

計算内容の詳細は「商品概説」―「水平方向地盤反力係数の算定方法」をご参照下

さい。 

 

[Ｎ値] 

[kh値の計算方法]で「２，３，４，６」を選択した場合に、Ｎ値を入力します。 

 

[地盤反力係数kh] 

[kh値の計算方法]で「１」を選択した場合に、地盤反力係数khを入力します。 

 

[変形係数E0] 

[kh値の計算方法]で「５」を選択した場合に、変形係数E0を入力します。 
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４－７．任意土圧 

 

矢板に作用する土圧を直接入力する場合に使用します。 

任意土圧が作用する入力設定箇所はタブに応じて、次のように分かれます。 

 

 

第１～３タブ（海側(受働土圧)／中詰(主働土圧)／陸側(主働土圧)） 

 

 

[任意土圧の作用] 

任意土圧の作用を「しない」「する」から選択します。 

「する」を選択した場合、任意土圧が設定できるようになります。 

各検討条件での任意土圧の作用を設定するようになります。 

 

  

受働土圧 

主働土圧 主働土圧 
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任意土圧の作用を「する」で選択した場合 

 

[高さ取得] 

土質条件で既に設定した「層上限の標高」から値を取得して標高－層上限／層下限

の値に設定します。最下端の層下限の値には基本条件で設定した「矢板下限高」が

設定されます。 

 

[標高－層上限／層下限] 

土質条件で既に設定した「層上限の標高」から値を取得して標高－層上限／層下限

の値に設定します。 

 

[土圧強度－層上限／層下限] 

土質条件で既に設定した「層上限の標高」から値を取得して標高－層上限／層下限

の値に設定します。 
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４－８．他外力 

 

 

[上載荷重] 

常時(永続状態)／L1地震動(地震時)／津波作用時での上載荷重を入力します。 

海側・陸側の上載荷重はそれぞれ主働土圧、受働土圧の計算に使用します。 

中詰の上載荷重はセルの計算法および壁体の滑動の照査に使用します。 

 

[船舶牽引時(タイ材・腹起しの検討)] 

船舶牽引時の検討で、構造物に作用する、１箇所の係船柱に作用する牽引力、牽引

力を分担するタイ材本数を設定します。 

 

[水平力] 

常時(永続状態)／L1地震動(地震時)／津波作用時での水平力とその作用位置を入

力します。 

矢板の照査、中詰のせん断抵抗、セルの計算法および壁体の滑動の照査に使用しま

す。 

※大堀らの方法では、他外力の作用位置＞矢板天端高の場合、他外力の作用位置～矢

板下端高を鋼材長さとします。 
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４－９．模式図 

 

 

矢板天端高等の標高、矢板位置、土質常数、各検討条件での潮位を表示します。スケールの

関係で文字が重なる部分は拡大表示を行い、チェックして下さい。 
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５．設計計算・報告書作成 
 

メニューより「計算(C)/実行(S)」をクリックします。 

設計計算を行い、帳票を作成します。処理中のメッセージが表示されます。 

 

 

計算が正しく終了すると計算結果を確認できます。 
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５－１．エラーメッセージ 

計算時に表示される場合があるエラーメッセージとその対処法です。 

ここに掲載されていないメッセージ等に対する対処方法は弊社サポートまでお問合せ下さ

い。 

 

次の形状寸法で同じ値が入力されています 

 

原因 
【基本条件】－「条件その１」－形状寸法にて、ダイアログで表示されている

項目に、同じ値が設定されている場合に表示されます。 

対処法 
【基本条件】－「条件その１」－形状寸法にて、ダイアログで表示されている

項目に、適切な値を入力して下さい。 

 

 

次の形状寸法が正しく入力されていません 

 

原因 
【基本条件】－「条件その１」－形状寸法にて、ダイアログで表示されている

項目の値の大きさがおかしい場合に表示されます。 

対処法 
【基本条件】－「条件その１」－形状寸法にて、ダイアログで表示されている

項目に、適切な値を入力して下さい。 

 

 

矢板設置幅が正しく入力されていません 

 

原因 
【基本条件】－「条件その１」－形状寸法にて、矢板設置幅が０または負の値

の場合に表示されます。 

対処法 
【基本条件】－「条件その１」－形状寸法にて、矢板設置幅に適切な値を入力

して下さい。 
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検討条件が選択されていません 

 

原因 
【基本条件】－「条件その１」－検討条件にて、検討条件が全く選択されてい

ない場合に表示されます。 

対処法 【基本条件】－「条件その１」－検討条件にて、検討条件を選択して下さい。 

 

 

検討面が正しく入力されていません 

 

原因 

安全率法で【計算条件】－「矢板」で仮想ば

り法での仮想海底面（海底面）の設定に「入

力値を使用」を選択し、その入力値が設計海

底面高以上の値の場合に表示されます。 

 

対処法 

【計算条件】－「矢板」で該当する仮想海底

面または海底面での入力値に適切な値を入力

して下さい。 

 

 

設計震度が入力されていません 

 

原因 
【計算条件】－「L1地震動/地震時」で設計震度が０以下の値の場合に表示さ

れます。 

対処法 【計算条件】－「L1地震動/地震時」で設計震度に適切な値を入力して下さい。 
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任意矢板が選択されていません 

 

原因 
【矢板】－「矢板」－矢板形式で「矢板任意指定」が選択されていて、【矢板】

－「矢板任意」で矢板が選択されていない場合に表示されます。 

対処法 【矢板】－「矢板任意」で検討に用いる矢板を選択して下さい。 

 

 

鋼管矢板が入力されていません 

 

原因 
【矢板】－「矢板」－矢板形式で「鋼管矢板指定」が選択されていて、【矢板】

－「鋼管矢板」で鋼管矢板が入力されていない場合に表示されます。 

対処法 【矢板】－「鋼管矢板」で鋼管矢板を入力して下さい。 

 

 

タイ材負担幅が入力されていません 

 

原因 
【タイ材】－「タイ材」でタイ材負担幅（直接入力）に０または負の値の場合

に表示されます。 

対処法 
【タイ材】－「タイ材」でタイ材負担幅（直接入力）に適切な値を入力して下

さい。 
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タイ材負担幅（矢板枚数）が入力されていません 

 

原因 
【タイ材】－「タイ材」でタイ材負担幅（矢板枚数）に０または負の値の場合

に表示されます。 

対処法 
【タイ材】－「タイ材」でタイ材負担幅（矢板枚数）に適切な値を入力して下

さい。 

 

 

タイ材が選択されていません 

 

原因 【タイ材】－「タイ材」でタイ材が選択されていない場合に表示されます。 

対処法 【タイ材】－「タイ材」でタイ材を選択して下さい。 

 

 

腹起こし材が選択されていません 

 

原因 
【タイ材】－「腹起こし材」で腹起こし材が選択されていない場合に表示され

ます。 

対処法 【タイ材】－「腹起こし材」で腹起こし材を選択して下さい。 
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土質条件が設定されていない箇所があります 

 

原因 

【土質条件】にて土質諸元が設定されていない場合に表示されます。 

 

対処法 
エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、適切な土質条件を入力し

て下さい。 

 

 

粘性土－主働側崩壊角規定値が入力されていません 

 

原因 
【計算条件】－「土質」で主働側崩壊角規定値が０または負の値の場合に表示

されます。 

対処法 【計算条件】－「土質」で主働側崩壊角規定値に適切な値を入力して下さい。 

 

 

土層の最上限位置での標高が設計海底面と一致しません 

 

原因 

【土質条件】－海側で土質諸元の層上限の標高と設

計海底面高の値が一致していない場合に表示されま

す。 

 

対処法 

【土質条件】－海側にて、土質諸元の層上限の標高

と設計海底面高の値が一致するように入力して下さ

い。 

 



 

- 59 - 

 

 

土層の最上限位置での標高が矢板天端高と一致しません 

 

原因 

【土質条件】－中詰で土質諸元の層上限の標高が矢板

天端高（上部工がある場合は上部工底面高）と値が一

致していない場合に表示されます。 

 

対処法 

【土質条件】－中詰にて、土質諸元の層上限の標高と

矢板天端高（上部工がある場合は上部工底面高）の値

が一致するように入力して下さい。 

 

 

土層の最上限位置での標高が矢板天端高を超えています 

 

原因 

【土質条件】－陸側で土質諸元の層上限の標高が矢板

天端高（上部工がある場合は上部工天端高）よりも大

きい値が設定されている場合に表示されます。 

 

対処法 

【土質条件】－陸側にて土質諸元の層上限の標高と矢

板天端高（上部工がある場合は上部工天端高）の値が

一致もしくは下回るように入力して下さい。 
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土層の最上限位置での標高が設計海底面以下の値になっています 

 

原因 

【土質条件】－陸側で土質諸元の層上限の標高が設計

海底面高以下の値が設定されている場合に表示され

ます。 

 

対処法 

【土質条件】－陸側にて土質諸元の層上限の標高が設

計海底面高の値を上回るように入力して下さい。 

 

 

 

層上限の標高が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 
【土質条件】で層上限の標高が降順になっていな

い場合に表示されます。 

 

対処法 

エラーメッセージのタイトルに該当するタブに

て、土質諸元の層上限の標高が降順となるように

入力して下さい。 

 

 

単位体積重量が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 【土質条件】で単位体積重量が０または負の値の場合に表示されます。 

対処法 
エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、単位体積重量を入力して

下さい。 
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砂質土のＮ値が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 
【計算条件】でセルの計算法、もしくは大堀らの方法を選択していて、【土質

条件】でＮ値が０または負の値の場合に表示されます。 

対処法 エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、Ｎ値を入力して下さい。 

 

 

砂質土の内部摩擦角が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 【土質条件】で内部摩擦角が０または負の値の場合に表示されます。 

対処法 
エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、内部摩擦角を入力して下

さい。 

 

 

粘性土の諸元が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 

【土質条件】で、粘着力・粘着勾配が共に０の場合、 

粘着力＋（粘着力基準高－層上限の標高）×粘着勾配が０または負の場合に表

示されます。 

対処法 
エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、粘着力・粘着勾配少なくと

もどちらかには適切な値を入力して下さい。 
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Kh値が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 

【計算条件】でセルの計算法、もしくは大堀らの方法を選択していて、【土質

条件】－「海側」で地盤反力係数kh値が０または負の値の場合に表示されま

す。 

対処法 
エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、地盤反力係数kh値を入力

して下さい。 

 

 

E0値が正しく設定されていない箇所があります 

 

原因 
【計算条件】でセルの計算法、もしくは大堀らの方法を選択していて、【土質

条件】で変形係数E0値が０または負の値の場合に表示されます。 

対処法 
エラーメッセージのタイトルに該当するタブにて、変形係数E0を入力して下

さい。 

 

 

次の部分係数が入力されていません 

 

原因 
【基本条件】－「部分係数」で部分係数が設定されていない項目がある場合に

表示されます。 

対処法 エラーメッセージのタイトルに該当する項目の部分係数を入力して下さい。 
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根入れ深度が正しく入力されていません 

 

原因 

【計算条件】－「矢板」で根入れ長の検討で「根入れ深度」を選択し、設定し

た根入れ深度が設計海底面よりも高い位置、もしくは矢板下端高よりも低い

位置で入力している場合に表示されます。 

対処法 
【計算条件】－「矢板」で「根入れ深度」に、適切な値を入力するか、「根入

れ深度」の選択を外して下さい。 

 

 

作用位置が重複しています 

 

原因 
【他外力】で同一の検討条件で、水平力の作用位置が重複している場合に表示

されます。 

対処法 
【他外力】で同一の検討条件では水平力の作用位置は重複させないように入

力して下さい。 

 

 

作用位置が設計海底面以降に設定されています 

 

原因 
【他外力】で水平力の作用位置が設計海底面高を下回っている場合に表示さ

れます。 

対処法 【他外力】で水平力の作用位置は設計海底面以上の値を入力して下さい。 
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主働土圧と受働土圧とのつり合い位置がありませんでした 

 

原因 
【計算条件】でフリーアースサポート法またはロウの方法を選択している場

合、主働土圧＝受働土圧となる位置が見つからない場合に表示されます。 

対処法 

【基本条件】－条件その１で矢板下端高を以前の値よりも小さい値にして再

計算して下さい。 

こちらで解決しない場合は弊社サポートまでお問い合わせ下さい。 

 

 

たわみ角０点が検索出来ませんでした 

 

原因 
【計算条件】でたわみ曲線法を選択している場合、たわみ角＝０となる位置が

見つからない場合に表示されます。 

対処法 

【基本条件】－条件その１で矢板下端高を以前の値よりも小さい値にして再

計算して下さい。 

こちらで解決しない場合は弊社サポートまでお問い合わせ下さい。 

 

 

任意土圧が設定されていません 

 

原因 
【任意土圧】で任意土圧の作用を「する」で選択している際に、任意土圧が設

定されていない場合に表示されます。 

対処法 【任意土圧】で該当の箇所及び検討条件での任意土圧を設定して下さい。 
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作用位置が適切に設定されていない箇所があります 

 

原因 

【任意土圧】で任意土圧での標高－層下限と次の標高－層上限の値が一致し

ていない場合に表示されます。 

 

対処法 
【任意土圧】で任意土圧での標高－層下限と次の標高－層上限の値が一致す

るように設定して下さい。 

 

 

作用位置 下限位置が上限位置よりも大きい値となる箇所があります 

 

原因 
【任意土圧】で任意土圧での標高－層下限の値が標高－層上限よりも大きい

値の場合に表示されます。 

対処法 
【任意土圧】で標高－層上限の値＞標高－層下限の値となるように設定して

下さい。 

 

 

作用位置 下限位置が上限位置と同値となる箇所があります 

 

原因 
【任意土圧】で任意土圧での標高－層上限の値と標高－層下限の値が同値の

場合に表示されます。 

対処法 
【任意土圧】で標高－層上限の値＞標高－層下限の値となるように設定して

下さい。 
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６．帳票印刷 
 

弊社帳票印刷プログラム「AEC帳票印刷・編集ツール」（通称：ViewAEC2007）」をプロ

グラム内部から起動し、各種計算により作成された計算結果の印刷・確認を行います。

印刷イメージを画面に表示し、印刷前に計算結果やレイアウトの確認などが行えます。

ViewAEC2007は、帳票の編集を行うことが可能となっておりますが、初回起動時は編集

不可モードとして起動しまので、編集を行う際は[編集]-[編集モード]を選択し、編集

可能モードに切り替えてください。詳しくは、ViewAEC2007の操作説明書を参照してく

ださい。 

 

６－１．基本画面の説明 

ＡＥＣ帳票印刷・編集ツールは以下のように構成されています。 

 

（１）階層構造表示部 

エクスプローラのように、帳票の章が表示されています。マウスで選択することで自

由にジャンプできます。 

（２）帳票イメージ表示部 

帳票の印刷イメージが常に表示されています。帳票の編集もここで行います。 

（３）メニュー部 

各種の設定・操作を行います。 

（４）スピードボタン部 

よく使う設定・操作の一部が割り当てられたボタンです。 
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６－２．Word/Excel文書にコンバート 

 

現在開いている帳票をMicrosoft Office Word 2007文書（*.docx）形式、Excelシート

（*.xlsx）形式に変換するコンバーターを起動します。本機能はMicrosoft Officeをイン

ストールしていないPCでも動作致します。 

 

注意：変換する帳票は未編集の帳票データをご使用ください。編集済み（ブロック結合や

文字列追加等）の帳票データの場合、レイアウトが乱れる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コンバート種別】 変換する文書形式を選択します。 

【変換ページ】 変換するページを指定する場合は開始ページと終了ページを指定し

ます。 

【セル幅の設定】 Excel形式に変換する場合の基準セル幅を指定します。 

【文書ファイル】 変換後に保存する文書ファイル名を指定します。Excel変換の場合は

1シートの最大ページ数を指定します。初期値は50ページに設定され

ています。 

コンバート開始ボタンで指定したOffice文書形式に変換します。処理の経過を示すダイ

アログの他に『コピーしています...』などのダイアログを表示する事があります。 

 

※ 変換した文書ファイルはOffice2007形式です(拡張子docx/xlsx)、Office2007以前の

Officeに対応するにはマイクロソフトが提供する『Word/Excel/PowerPoint 2007 ファ

イル形式用 Microsoft Office 互換機能パック』が必要になります。 

※ Ver3.2.7よりWord変換は9,10,10.5,11,12ポイントの文字サイズに対応しました。た

だし、見出し文字サイズと通常文字サイズを同じ値にして下さい。非対応の文字サイ

ズで変換した場合はレイアウトが乱れます。その場合、Word側で文字列全選択をし、

文字サイズと段落サイズを変更する事でレイアウトを整えることができます。 

※ Excel変換は9,10,11,12ポイントの文字サイズに対応しています。 
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６－３．帳票出力結果について 

 

入力データチェックリスト 

計算時にシステムに入力したデータを各項

目で表示しています。 

 

 

 

トライアル計算 

計算時にシステムに入力したデータを各項

目で表示しています。 
 

 

 

設計条件 

構造物の形状寸法、鋼材の降伏応力度（安全

率法では許容応力度）、検討条件図を表示し

ます。 
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矢板に作用する外力 

矢板に作用する外力を表示します。 

主働土圧、残留水圧強度、受働土圧の他、L1

地震動(地震時)では動水圧を表示します。 

 

 

 

矢板の計算 

矢板の諸定数及び、矢板に作用する外力によ

る必要根入れ長、断面力の計算を表示してい

ます。矢板の計算ではフリーアースサポート

法、たわみ曲線法、ロウの方法を選択する事

が可能です。 

 

 

 

応力の照査 

矢板の計算で算出された結果を元に矢板

の最大根入れ長、タイ材取付点反力の選

定および矢板の応力照査を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

タイ材の検討 

タイ材の検討を表示しています。 
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腹起こしの検討 

腹起こし材の検討を表示しています。 

 

 

 

壁体に作用する外力 

二重矢板式係船岸を壁体とみなした場合に

作用する外力を表示します。 

主働土圧、残留水圧強度、受働土圧の他、L1

地震動(地震時)では動水圧を表示します。 

 

 

 

中詰のせん断抵抗の照査 

中詰のせん断抵抗の照査を表示します。永続

状態(常時)における設計海底面と矢板下端

面（＝最大根入れ長位置）で変形モーメント

を計算し、変形モーメント＞０の場合に照査

を行います。 
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壁体の滑動に対する照査 

滑動に対する照査を表示しています。各検

討条件における設計海底面と矢板下端面

（＝最大根入れ長位置）で鉛直力、水平力を

計算し、水平力＞０の場合に照査を行いま

す。 

 

 

 

計算結果一覧 

矢板応力・タイ材・腹起こし・中詰せん断・

壁体滑動の検討結果を表示しています。 
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７．計算概要の説明 
 

本システムには 

港湾構造物設計事例集 平成11年版10章に掲載されている事例を基に作成した「サンプ

ルデータ_H11_港湾事例集10章」、平成30年版10章に掲載されている事例を基に作成した

「サンプルデータ_H30_港湾事例集10章」がございます。 

ここでは「サンプルデータ_H30_港湾事例集10章」での帳票出力と入力画面について説明

を記載しております。 

 

７－１．事例 

 

構造物の概要は次の通りになります。 

 

 

トライアル計算結果一覧 

矢板応力・タイ材・腹起こし材の各照査を満たすまでに使用した部材の照査結果を表示し

ます。矢板・タイ材・腹起し材は断面諸元、耐力等が小さい順に照査を行います。 

 

鋼管矢板を採用 

タイロッドを採用 

腹起し材：溝形鋼 

砂質土 

砂質土 

砂質土 
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矢板に作用する外力 

検討条件下での主働土圧、受働土圧、残留水圧強度、動水圧(L1地震動)における分布形状

及び、主働側（主働土圧、残留水圧強度、動水圧）・受働側で合計したものを表示します。 

 

本システムでは、矢板・タイ材・腹起しの検討で作用する主働側土圧の位置を陸側、中詰

から選択する事ができます。 

陸側 中詰 

  

 

矢板・タイ材・腹起しの照査で用いる主働土圧は陸側の土質諸元を使用しています。 

 

今回の事例ではありませんが、大堀らの方法を使用した場合、外部作用の主働土圧は陸側

の土質諸元、内部作用の主働土圧は中詰の土質諸元を使用しています。 

 

入力画面 

矢板・タイ材・腹起しの照査で

用いる主働側土圧 
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主働土圧－粘性土 

主働土圧及び土圧強度の算定で表記されているP1とP2は「計算条件」－「土質」での主働

土圧強度の取り扱いでの（式－１）での算出値と（式－２）での算出値になります。今回

の事例では『比較して構造物に危険となる土圧分布をとる』とありますので双方の値を比

較して最大値を採用しています。地震時の場合、P1とP2は（式－３）と（式－４）になり

ます。 

 

 

 

残留水圧 

残留水圧強度を表示しています。L.W.L.＜R.W.L.の場合に残留水圧が発生します。 

L.W.L.≧R.W.L.の場合、残留水圧強度＝０になります。 

 

 

  

入力画面 

帳  票 
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見かけの震度 

土質条件で設定した土質諸元を基に見かけの震度を算定します。 

同じ土質諸元であっても、層分割をする事で見かけの震度の値は変わります。 

 

同じ土層を設定 

 

 

同じ土層に層分割して設定（今回の事例） 

 

 

 

  

土層を分割した事で 

みかけの震度の値が変わる 

入力画面 

入力画面 

帳  票 

帳  票 
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L1地震動での主働土圧－粘性土 

今回の事例では設計海底面～設計海底面-10.0m区間内に粘性土層はありませんが、粘性

土層が存在し、かつ計算条件－L1地震動で粘性土層の取り扱いを「海底面～海底面-10m間

の土圧強度を直線補間(土層上・下限値共に補間で算出)」を選択した場合、 

帳票に各土層の海底面及び海底面下-10m位置での土圧強度という項目が水色枠で囲んだ

箇所に該当します。この項目は海底面～海底面-10mで同一の土層があると仮定して、海底

面位置と海底面-10m位置での主働土圧を表記しています。 

この値を用いて実際の粘性土層の上限・下限での主働土圧を直線補間で算出した値が赤

色枠で囲んだ箇所に該当します。 

 

 

 

 
 

 
 

帳  票 

入力画面 



 

- 77 - 

 

矢板諸元 

矢板の諸定数を表示しています。 

表記している矢板の種類は複数選択した矢板を腐食後の断面性能の小さい順で並べ替え、

矢板の照査を行い、全ての検討条件で照査を満たす矢板となります。 

選択した全ての矢板で全ての検討条件で照査を満たさない場合は最も断面性能が大きい

矢板となります。 

 

腐食－矢板にて、矢板の諸定数(現況)に腐食しろが設定されていた場合、帳票に矢板の諸

定数(現況)を表記します。矢板の諸定数(現況)には現況にて設定した腐食しろを考慮し

た際の値になります。 

矢板の諸定数(耐用期間)には現況にて設定した腐食しろと耐用期間で設定した腐食諸元

によって算出された腐食しろを加算した際の値になります。 

 

 

 

腐食前 

腐食後 

現況 耐用期間 

入力画面 

帳  票 
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フリーアースサポート法 

根入れ長の検討では、主働側のモーメントと受働側のモーメントがつりあう支点位置を

根入れ長として算定します。 

 

タイ材取付点反力及び最大曲げモーメントは次のように算定します。 

 

(1)矢板に作用する主働側（主働土圧＋残留水圧＋動水圧）

に作用する荷重と受働側（受働土圧）をまとめます。 

 

 

 

(2)この事例では仮想海底面位置を設計海底面として設定

します。 

 

 

(3) (2)設計海底面とタイ材取付点位置を支点とする張り

出し梁を設定します。 

(4) (3)の張り出し梁からタイ材取付点位置に関する曲げモーメントを算出します。 

 

帳  票 
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(5) (4)で算出したタイ材取付点位置に関する曲げモーメントを用いて仮想海底面位置で

の反力を算定し、そこからタイ材取付点位置の反力を算定します。 

 

(6) (4)(5)の算出値を用いて、せん断力0点となる位置を算出します。矢板頭部は曲げモ

ーメントが0.0であるので、せん断力0点位置→曲げモーメント極値→最大曲げモー

メントである、となります。 

 

 

 

  

帳  票 

帳  票 
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(7) せん断力0点位置の荷重強度を求め、タイ材取付点位置とせん断力0点位置を支点と

する単純梁のモデルからせん断力0点位置に関するモーメントを算出します。 

 

 

(8) 最大曲げモーメントを算出します。 

 

 

 

 

帳  票 
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ロウの方法 

フリーアースサポート法での計算を元に、根入れ長、最大曲げモーメント、タイ材取付点

位置反力の値を修正します。 

 

矢板の根入れ長・タイ材取付点反力 

フリーアースサポート法、ロウの方法で計算した結果を元に矢板の最大根入れ長、タイ材

取付点反力を選定します。矢板の応力照査は各計算法で算出した最大曲げモーメントよ

り行います。今回の事例ではありませんが、大堀らの方法での応力照査はたわみ曲線法と

同じ部分係数（許容応力度法に準拠した）を使用します。 

 

 

 

帳  票 
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矢板の応力照査 

各計算法で算出した最大曲げモーメントを腐食が一番厳しい箇所での断面係数で応力照

査をしています。大堀らの方法での応力照査は、たわみ曲線法と同じ（許容応力度法に準

拠した）部分係数を使用します。 

表記している矢板の種類は複数選択した矢板を断面性能の小さい順で並べ替え、応力照

査を行い、全ての検討条件で照査を満たす矢板となります。 

選択した全ての矢板で、全ての検討条件での照査を満たさない場合は最も断面性能が大

きい矢板となります。 
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タイ材の検討 

矢板の照査により算定した各条件での最大タイ材取付点反力を元にして、タイロッドの

検討を行います。 

表記しているタイロッドの種類は複数選択したタイロッドを腐食前の断面性能（現況考

慮せず）の小さい順で並べ替え、タイ材の照査を行い、全ての検討条件で照査を満たすタ

イ材となります。 

選択した全てのタイ材で、全ての検討条件での照査を満たさない場合は最も断面性能が

大きいタイ材となります。 

 

腹起こしの検討 

上記と同じタイ材取付点反力を元に、腹起こし材に作用する最大モーメントを算出し、腹

起こしの検討を行います。表記している腹起こし材の種類は、複数選択した腹起こし材を

腐食後の断面性能の小さい順で並べ替え、腹起こしの照査を行い、全ての検討条件で照査

を満たす腹起こし材となります。 

選択した全ての腹起こし材で全ての検討条件で照査を満たさない場合は最も断面性能が

大きい腹起こし材となります。 
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壁体に作用する外力 

二重矢板式係船岸を壁体として見立てた際、検討条件下での主働土圧、受働土圧、残留水

圧強度、動水圧(L1地震動)における分布形状を表示します。 

以下に記述する中詰のせん断抵抗の照査と壁体の発動に対する照査で使用します。 

矢板に作用する外力と同値ですが、矢板の照査を経て算出された矢板の最大根入れ深度

で層分割を行っている点が異なります。 

 

 

 

設計海底面 

最大根入れ深度 

矢板下端高 
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中詰のせん断抵抗の照査 

照査の概要は、永続状態での壁体に作用する外力（主働土圧、残留水圧、受働土圧）によ

る変形モーメントに対して壁体における抵抗モーメントの値が上回っている事を確認し

ます。照査箇所は設計海底面（受働土圧＝０）と矢板下端面になります。 

矢板下端面は矢板の照査で算定された最大根入れ長位置の深度で行い、 

この位置で照査が満たさない場合、基本条件で入力した矢板下端高を 

矢板下端面として照査を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚、変形モーメント＜０では（一般に受働土圧の影響が大きくなる矢板下端の場合）、照

査は省略されます。 

設計海底面 矢板下端 

  

 

設計海底面 矢板下端（最大根入れ深度） 

矢板下端 

照査を満たさない場合 

中詰のせん断抵抗の照査 
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壁体の滑動に対する照査 

各検討条件で、滑動に対する照査を行います。 

照査箇所は設計海底面（受働土圧＝０）と矢板下端面になります。 

矢板下端面は矢板の照査で算定された最大根入れ長位置の深度で行い、 

この位置で照査が満たさない場合、基本条件で入力した矢板下端高を 

矢板下端面として照査を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尚、水平力＜０では（一般に受働土圧の影響が大きくなる矢板下端の場合）、照査は省略

されます。 

設計海底面 矢板下端 

  

水平力と鉛直力の集計について、事例集では受働土圧による鉛直力を考慮していません

が、本システムでは受働土圧による鉛直力は考慮しております。 

 

滑動の検討において、平成30年港湾基準では、壁体に働く鉛直力として、仮想した境界面

に作用する土圧の鉛直成分との記載がある事から、主働・受働の区別をせず、それぞれの

土圧の鉛直力を考慮しています。 

 

受働土圧 

鉛直力を考慮 

設計海底面 矢板下端（最大根入れ深度） 

矢板下端 

照査を満たさない場合 

滑動の照査 
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計算結果一覧 

根入れ長・矢板応力・地盤支持力・タイ材・腹起こしの照査結果を表示します。 
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